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コロナ明けの“インフル”
―   3年間インフルエンザ流行がなかったため、 

日本人の抗体保有率が低下している

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
例
年
よ
り
早
く
始

ま
っ
て
い
る
。
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

は
例
年
、
11
月
か
ら
12
月
頃
に
始
ま
り
、
１
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
し
か
し
今
年
は
、

違
う
。
厚
生
労
働
省
は
毎
年
９
月
上
旬
（
第
36
週
）

か
ら
、
新
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
状

況
を
公
表
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
・
２
０
２
４

シ
ー
ズ
ン
で
は
、す
で
に
第
40
週（
10
月
2
日
〜
8
日
）

で
全
国
の
患
者
報
告
数
が
18
万
８
３
５
５
人
に
達
し

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
全
国
お
よ
そ
５
０
０
０
カ

所
の
医
療
機
関
か
ら
２
０
２
３
年
10
月
２
〜
８
日
に

報
告
さ
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
新
規
患
者
数
は
１
機

関
あ
た
り
９
・
99
人
。
今
後
４
週
間
以
内
に
大
き
な

流
行
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
「
注

意
報
レ
ベ
ル
」
10
人
の
基
準
を
、
12
都
道
府
県
で
超

え
て
い
た
。

厚
労
省
は
、
例
年
よ
り
早
く
本
格
的
な
流
行
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
、
全
年
齢
の
人
に
対
し
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
感
染
症
学
会
は
、

今
ま
で
に
例
を
見
な
い
状
況
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
接
種
を
強
く
推
奨
。
本

号
が
発
表
さ
れ
る
頃
に
は
、よ
り
深
刻
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
国
立
病
院
機
構
東
京
病
院

感
染
症
科
部
長
・
医
学
博
士
の
永
井
英
明
先
生
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と

を
聞
い
た
。
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〒 204-8585 東京都清瀬市竹丘 3 丁目 1-1
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独
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９
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Ｈ
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ウ
ィ
ス

コ
ン
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医
科
大
学
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９
６
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同
病
院
呼
吸
器
科
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長

２
０
０
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同
病
院
外
来
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部
長
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０
１
６
年　
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同
病
院
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
部
長

２
０
１
８
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��

同
病
院
臨
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研
究
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０
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０
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《
主
な
役
職
・
資
格
・
受
賞
》

東
京
都
医
師
会
感
染
症
予
防
検
討
委
員
会
委
員
、

多
摩
府
中
保
健
所
感
染
症
協
議
会
委
員
長
、日
本

結
核
・
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
学
会（
理
事
、
指
導

医
）、
日
本
内
科
学
会（
指
導
医
）、
日
本
呼
吸
器

学
会（
指
導
医
）、
日
本
感
染
症
学
会（
指
導
医
、

Ｉ
Ｃ
Ｄ
）、日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会（
指
導
医
）、

日
本
エ
イ
ズ
学
会（
指
導
医
）

２
０
１
３
年
度　

日
本
結
核
病
学
会「
今
村
賞
」

受
賞
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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
（
以
下
コ
ロ
ナ
）
が
流
行

し
て
い
た
こ
の
数
年
間
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
が
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た

め
に
社
会
全
体
で
手
指
の
消
毒
や
マ
ス
ク
の
着

用
、
３
密
の
回
避
な
ど
を
徹
底
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
人
か
ら
人
へ
と

感
染
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
北
半
球
と
南
半
球
を
季
節
ご
と
に

行
き
来
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
で
、
海
外
と
の
行
き

来
が
ほ
ぼ
な
く
、
結
果
ウ
イ
ル
ス
の
持
ち
込
み
も

な
か
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ど

う
し
て
今
年
は
流
行
が
み
ら
れ
る
の
か
？

そ
れ
に
関
し
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
人
と
の
交

流
が
復
活
し
、
手
指
の
消
毒
や
マ
ス
ク
着
用
の
機

会
が
減
少
。
海
外
か
ら
の
渡
航
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
流
行
の
時
期
が
早
ま
っ
た
の
は
、
３

シ
ー
ズ
ン
に
わ
た
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

な
か
っ
た
こ
と
で
、
私
た
ち
の
抗
体
保
有
率
が
低

下
し
て
い
る
点
が
非
常
に
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

 　

私
た
ち
の
体
に
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

が
体
内
に
入
る
と
、
そ
れ
を
異
物
と
み
な
し
、
排

除
し
よ
う
と
す
る
シ
ス
テ
ム
が
働
き
ま
す
。
こ
れ

が
免
疫
シ
ス
テ
ム
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

が
抗
体
で
す
。
異
物
に
対
し
、
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
に
よ
っ
て
抗
体
が
作
り
出
さ

れ
、
異
物
の
目
印
で
あ
る
抗
原
と
結
合
し
、
異
物

を
排
除
す
る
わ
け
で
す
。

一
度
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
で
き
た
抗
体

は
、
免
疫
に
記
憶
さ
れ
、
そ
の
後
も
同
様
の
異
物

に
対
し
て
排
除
す
る
よ
う
働
き
ま
す
。
さ
ら
に
抗

体
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
繰
り
返
し
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
で
活
性
化
さ
れ
、
免
疫
機
能
が
維
持
さ
れ

ま
す
。

と
こ
ろ
が
前
述
の
通
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
が
３
シ
ー
ズ
ン
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
に
さ
ら
さ

れ
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
感
染
・
発
症

し
て
い
な
く
て
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

て
い
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
が
空
中
に
い
る
の
で
、
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。
全
体
に
抗
体
の

保
有
率
が
低
下
し
、排
除
す
る
力
が
弱
っ
て
お
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
し
や
す
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
が
、
流
行
開
始
の
前
倒
し
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る
か
ど
う
か
は
個
人
の

判
断
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化
予
防

の
た
め
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

2023/2024シーズン インフルエンザ流行状況

インフルエンザ定点当たりの
報告総数
4万9212人
（2023年40週10月2日～10月8日）

インフルエンザ定点当たりの報告累計数 18万8355人(2023年9月4日～10月8日)

1位：東京都 4692人
2位：千葉県 3513人
3位：埼玉県 2426人
4位：大阪府 1640人
5位：愛知県 1574人

(先週比 －109人)

(先週比 ＋1281人)

(先週比 ＋1030人)

(先週比 ＋535人)

(先週比 －274人)

（2023年40週10月2日～10月8日）

参照：厚生労働省※ 1医療機関当たりの平均報告数

9.99人
（2023年40週10月2日～10月8日） 
流行開始の目安とされる数値：1.00人

インフルエンザ定点当たりの
報告数※

(2023年9月4日から10月8日）
1067人
インフルエンザ入院患者累計数

インフルエンザ報告数が
多い都道府県

1
今
年
は
ど
う
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
例
年
よ
り
も
早
い

の
で
し
ょ
う
か
？

2
「
抗
体
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

3
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
、今
年
は
や
る
べ
き
で
す
か
？

出典：厚生労働省

インフルエンザ定点当たりの報告総数
の推移
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
後
２

週
間
か
ら
効
果
が
現
れ
、
５
〜
６
カ
月
間
続
き
ま

す
。10
〜
11
月
頃
か
ら
接
種
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、

流
行
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
１
〜
２
月
に
間
に
合
わ
せ

る
た
め
。
ワ
ク
チ
ン
が
製
薬
会
社
か
ら
出
荷
さ
れ

る
の
が
９
月
下
旬
〜
10
月
上
旬
で
す
の
で
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
開
始
も
そ
れ

以
降
に
な
り
ま
す
。
接

種
が
遅
す
ぎ
る
と
流
行

の
ピ
ー
ク
に
間
に
合
わ

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
接
種
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
主
に
飛
沫
感
染
で
う
つ

り
ま
す
。
屋
内
や
、
屋
外
で
も
人
混
み
の
中
に
い

る
と
き
は
、
マ
ス
ク
着
用
を
是
非
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
屋
外
で
、
周
囲
に
人
が
い
な

い
と
き
は
、マ
ス
ク
を
つ
け
な
く
て
構
い
ま
せ
ん
。

マ
ス
ク
着
用
に
加
え
て
、
手
指
消
毒
、
３
密
回
避

も
で
き
る
な
ら
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

　

呼
吸
器
科
医
と
し
て
こ
れ
ま
で
多
く
の
患
者

さ
ん
を
診
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て

い
る
間
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
」

と
い
う
ケ
ー
ス
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
改
め
て

感
じ
た
の
は
、
手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
３

蜜
回
避
の
３
つ
が
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
率
を
下
げ
る
こ

と
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

特
に
、
人
混
み
で
の
マ
ス
ク
着
用
は
、
感
染
症

対
策
で
必
須
で
す
。
そ
れ
は
５
月
以
降
の
感
染
者

の
推
移
を
見
る
と
明
ら
か
で
す
。

３
月
13
日
、
そ
れ
ま
で
「
屋
外
で
は
マ
ス
ク
着

用
は
原
則
不
要
、
屋
内

で
は
原
則
着
用
」
だ
っ

た
の
が
、「
マ
ス
ク
の

着
用
は
個
人
の
主
体
的

な
選
択
を
尊
重
し
、
個

人
の
判
断
が
基
本
」
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

５
月
８
日
に
は
コ
ロ
ナ

の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
「
５
類
」
に
移
行

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、「
屋
内
で
マ
ス
ク
を
つ
け
な
く
て

も
感
染
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、あ
く
ま
で
も
「
個
人
の
判
断
で
」
と
な
っ

た
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

報
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、「
マ
ス
ク
を

し
な
く
て
い
い
よ
う
に
な
り
良
か
っ
た
で
す
」
と

い
っ
た
声
が
あ
り
、「
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
が
ま
た
増
え
て
く
る
な
」と
感
じ
た
も
の
で
す
。

実
際
、
５
月
８
日
以
降
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
え

ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
数
も
流
行

レ
ベ
ル
以
下
に
は
減
少
せ
ず
、
そ
の
後
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

屋
内
で
、
周
囲
に
人
が
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ

で
は
マ
ス
ク
は
外
し
ま
せ
ん
。
屋
外
で
は
、
人
と

す
れ
違
っ
た
と
し
て
も
、
感
染
す
る
ケ
ー
ス
は
稀

で
す
か
ら
、
マ
ス
ク
は
外
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
患
者
さ
ん
に
も
、「
手
洗
い
は
忘
れ
て

も
、何
を
お
い
て
も
マ
ス
ク
は
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

と
繰
り
返
し
告
げ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
感
染
対

策
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
が
一
律
に
必
須
な
の

で
は
な
く
、
順
位
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

マ
ス
ク
着
用
は
一
番
重
要
。
そ
う
簡
単
に
接
触
で

6
コ
ロ
ナ
対
策
と
共
通
し
て
い
る
わ

け
で
す
ね
。
中
で
も
マ
ス
ク
着
用

は
大
事
で
す
か
？

7
永
井
先
生
も
、マ
ス
ク
は
必
須
で

す
か
？

5
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
て
い
な

い
、ま
た
は
接
種
直
後
で
効
果
が

出
る
の
が
少
し
先
と
い
う
場
合
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で
行
う
べ

き
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

4
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
開
始
日
は
通
常
10
〜
11
月
。

流
行
が
早
ま
っ
て
い
る
な
ら
、
７

〜
８
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始

ま
っ
て
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
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は
移
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
の
吸
い
込
み
が
一
番

悪
い
。

た
だ
し
、マ
ス
ク
は
正
し
く
着
用
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
。
不
織
布
マ

ス
ク
で
し
っ
か
り
鼻
ま
で
覆
い
、
マ
ス
ク
と
顔
の

間
に
隙
間
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
、
肺
炎
を

起
こ
し
や
す
く
な
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
気
管
・

気
管
支
の
バ
リ
ア
機
能
が
壊
れ
、
繊
毛
の
機
能
が

低
下
し
、
肺
炎
球
菌
に
感
染
し
や
す
く
な
り
、
肺

炎
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。肺
炎
球
菌
は
、

肺
炎
を
引
き
起
こ
す
菌
で
最
も
多
い
も
の
で
す
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
た
時
、

肺
炎
で
入
院
し
た
患
者
さ
ん
の
原
因
菌
で
５
割
以

上
を
占
め
て
い
た
の
が
肺
炎
球
菌
だ
っ
た
、
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

肺
炎
の
一
般
的
な
症
状
は
、
発
熱
、
咳
、
痰

で
す
。
と
こ
ろ
が
高
齢
者
で
は
、
こ
れ
ら
の
症
状

が
あ
っ
て
も
気
付
き
に
く
い
ケ
ー
ス
が
珍
し
く
な

い
の
で
す
。

発
熱
し
て
い
る
が
微
熱
程
度
で
気
付
か
な
い
。

咳
や
痰
は
あ
る
に
は
あ
る
け
ど
、
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど

く
な
い
の
で
見
逃
さ
れ
る
。「
元
気
が
な
い
」「
食

欲
が
な
い
」
程
度
に
し
か
、
本
人
も
周
囲
も
考
え

て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
急
激
に
症

状
が
進
み
、
治
療
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
は
珍
し

く
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
は
持
病
を
持
っ
て
い
る
人
が
多

い
。
日
常
で
発
症
す
る
肺
炎
球
菌
の
感
染
症
の
中

に
は
、
血
液
の
中
に
肺
炎
球
菌
が
侵
入
す
る
重
篤

な
病
気
、
侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症
（
Ｉ
Ｐ
Ｄ
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
持
病
が
あ
る
ほ
ど
リ
ス
ク

が
高
く
、
健
康
な
成
人
を
１
と
し
た
場
合
、
慢
性

肺
疾
患
が
あ
る
人
は
リ
ス
ク
16
・
４
倍
、
慢
性
心

疾
患
で
15
・
７
倍
、
糖
尿
病
で
12
・
６
倍
、
慢
性

腎
疾
患
で
25
・
２
倍
、
が
ん
で
43
・
３
倍
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｄ
は
進
行
が
早
く
、
入
院

初
日
に
亡
く
な
る
人
が
22
％
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。

　

日
常
で
き
る
こ
と
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
コ
ロ
ナ
の
予
防
と
同
じ
で
す
。

そ
し
て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
。
65
歳

が
定
期
接
種
の
対
象
で
、
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で

も
条
件
に
該
当
す
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

経
過
措
置
と
し
て
、
２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
３

年
の
間
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、１
０
０
歳
の
人
も
定
期
接
種
の
対
象
で
す
。

こ
の
経
過
措
置
は
今
年
度
で
終
了
予
定
と
な
っ
て

い
て
、
定
期
接
種
で
な
け
れ
ば
自
己
接
種
と
な
り

ま
す
。

最
近
の
高
齢
者
は
見
た
目
も
気
持
ち
も
若
い
。

そ
れ
は
と
て
も
い
い
こ
と
な
の
で
す
が
、「
元
気

な
の
で
ワ
ク
チ
ン
を
ま
だ
打
た
な
く
て
い
い
」
と

考
え
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
年
齢
が
発
症
要

因
の
ひ
と
つ
で
す
の
で
、
元
気
で
あ
っ
て
も
、
発

症
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ま

だ
の
人
は
、
早
め
に
。
シ
ー
ズ
ン
的
に
、
ま
ず
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、
そ
の
後
に
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
が
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

10
高
齢
者
の
肺
炎
予
防
に
は
何
が

重
要
で
し
ょ
う
か
？

8
高
齢
者
で
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

か
ら
肺
炎
を
起
こ
す
リ
ス
ク
も

あ
る
と
聞
き
ま
す
。

9
高
齢
者
が
肺
炎
を
起
こ
す
と
重

篤
化
し
や
す
い
の
は
ど
う
し
て

で
し
ょ
う
か
？

高齢になるほど、肺炎での死亡率が高まる

出典：厚生労働省　人口統計資料集（2022）


